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The teeth saving with REGROTH® ～病院歯科編～

医療法人社団	日本鋼管福山病院
永原　隆吉

　骨移植材や遮蔽膜，生物製剤を用いた歯周組織再生療法による優れた臨床成績と中期（3-5年）から長期	
（5-20年）の高い歯の生存率を示したStavropoulosらの報告（J	Clin	Periodontol.	2021;48（3）:410-430.）の他，
Corteliniらによる成果と費用対効果の評価（J	Clin	Periodontol.	2020;47（6）:768-776.）は特記に値する。さらに，
Corteliniらによる研究報告で示されたように，Baseline時の88%もの患者が，「可能であればHopeless	teeth
の保存を希望されていた」ことから，様々な全身疾患を背景に持つ患者の「想い」も同様である。そのよう
な患者に対し，歯周組織再生療法の適応を検討する（J	Periodontol.	2022;93（12）:1763-1770.）ことで，安易な
抜歯ではなく，可能な限りの歯の保存が，真の患者利益にもつながる。それは，2016年に市販化されて7年
目の遺伝子組換えヒト型塩基性線維芽細胞増殖因子を主成分とする歯周組織再生医薬品「リグロス ®歯科用
液キット	600µg/1200µg」においても，重度歯周炎罹患歯を保存できるポテンシャルが秘められており，口
腔内の健康を守ることが，全身の健康も守る大切な使命を果たすことになる。
　日本鋼管福山病院は15科からなる医療機関で，口腔外科ではなく歯科を標榜していることから，医科や近
隣歯科からの紹介は少なくない。糖尿病，降圧剤による薬物性歯肉増殖症，周術期等口腔機能管理などの患
者が医科から紹介され，連携を図る中で，リグロス®は，おおいに歯の保存に寄与できるばかりか，医師や
看護師などから，その存在や歯周組織再生療法の外来における日常臨床のルーティン化に未だ驚かれる。ま
た，近隣歯科より紹介を受けて歯科診療に従事しているが，各種病因に基づく歯周膿瘍による急性歯周疾患
と歯内・歯周病変（Herrera	D,	et	al.	J	Periodontol.	2018;89	Suppl	1:S85-S102.）は，歯の予後を著しく損なう
おそれがあるため，早期診断と治療による迅速な対応が重要となる。そのため，実臨床の中で少しでも予知
性を高めるために使用されてきたリグロス®は，病院歯科として地域医療に貢献ができている。
　そこで，本講演では，演者がこれまで実際に，当病院歯科の臨床で行ってきたリグロス ®の優位性を皆様
とともに供覧したい。
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